
５
月
16
日
（
木
）
長
野
合
同
庁
舎
別
館

２
階
会
議
室
に
於
い
て
、
賛
助
会
役
員
と

各
グ
ル
ー
プ
を
代
表
す
る
幹
事
、
来
賓
、

(

公
財)

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

本
部
及
び
長
野
支
部
よ
り
６
名
を
迎
え
、

令
和
６
年
度
長
野
地
区
賛
助
会
定
期
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
の
辞
に
続
い
て
、
丸
山
栄
洋
会
長

の
「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
高
齢
者
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
も
大
分
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
長
野
地
区
賛
助
会
に
お
い
て
も

以
前
は
28
グ
ル
ー
プ
で
し
た
が
今
は
16
グ

ル
ー
プ
と
、
少
な
く
な
り
残
念
な
状
況
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、

今
年
は
シ
ニ
ア
大
学
入
学
生
が
昨
年
を
上

回
り
、
会
員
確
保
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
賛
助
会
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
長
寿
社
会
開

発
セ
ン
タ
ー
及
び
長
野
支
部
を
は
じ
め
会

員
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
所
期
の
目
的
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も

効
率
的
な
事
業
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

長
野
保
健
福
祉
事
務
所
長
塚
田
昌
大
様

よ
り
「
賛
助
会
の
皆
様
に
は
、
長
野
県
長

寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
豊
か
で

活
力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
に
賛
同
い
た

だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
技
能
、
知
識

を
生
か
し
、
社
会
参
加
活
動
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
と
し

ま
し
て
も
、
長
野
地
区
賛
助
会
の
活
動
を

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
」
と
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

(

公
財)

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

常
務
理
事
宮
村
泰
之
氏
よ
り
「
当
セ
ン
タ
ー

は
シ
ニ
ア
の
皆
様
の
豊
か
な
経
験
や
知
識

を
活
か
し
た
積
極
的
な
社
会
参
加
活
動
に

よ
っ
て
豊
か
な
活
力
あ
る
長
寿
社
会
を
創

る
こ
と
を
目
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
信
州
リ
ン
ピ
ッ
ク
文
化
芸
術

交
流
大
会
は
11
月
に
。
長
野
市
ホ
ク
ト
文

化
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
を
い
た

し
ま
す
。
長
野
地
区
賛
助
会
の
皆
様
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
実
り
あ
る

大
会
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
」
と
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
議
長
に
小
池
邦
武
氏(

オ
カ
リ

ナ
ク
ラ
ブ)

が
選
出
さ
れ
議
事
進
行
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号(

案)

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

第
二
号(

案)

令
和
６
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算

第
三
号(

案)

令
和
６
年
・
７
年
度
役
員

選
出
承
認
に
つ
い
て

議
事
に
沿
っ
て
、
事
業
報
告
、
会
計
報

告
及
び
会
計
監
査
報
告
を
決
議
。
令
和
６

年
度
事
業
案
、
予
算
案
、
新
役
員
承
認
を

議
決
し
定
期
総
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

休
憩
後
「
特
殊
詐
欺
と
交
通
安
全
」
の

演
題
で
、
長
野
中
央
警
察
署
の
講
師
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

(

講
演
会
の
記
事
本
誌
５
頁
に
記
載)
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長
野
地
区
賛
助
会
定
期
総
会

 

令
和
６
年
度

長野地区賛助会定期総会開催 5月16日

来
賓
挨
拶

議

事

賛助会会長就任挨拶 講演会「特種詐欺と交通安全」 長野中央警察署５頁４頁



収入合計 386,581 円

支出合計 241,655 円

差引残高 144,926円     通帳    14,3417円
現金       1,509円

(収入の部) (単位円)
科  目 本年度予算額 本年度決算額 増 減 内    容

センター交付金 172,000 159,000 △13,000 賛助会活動センター交付金
雑収入 519 101,100 100,581 預金金利、共同募金会、
前期繰越金 126,481 126,481 0 前期繰越金

合   計 299,000 386,581 87,581

(支出の部)
科  目 本年度予算額 本年度決算額 増 減 内   容

総会 10,000 5,000 △5,000
幹事会 70,000 17,121 △52,879 資料代、用紙、コピー代等
賛助会の集い 125,000 48,151 △76849 会場費、グループ補助等
夏休み子ども教室 5,000 0 △5000
親睦交流会 10,000 25,024 15,024 講師
会員加入促進 5,000 0 △5000
地区賛助会報 60,000 33,050 △26,950 会報発行(3回)、 編集等
予備費 14,000 113,309 99,309 スポットクーラー代•他

合   計 299,000 241,655 △57,345

監　事 原　 敏 昭

監　事 丸 山　 豊

令 和 5 年 度 収 支 決 算 書

監査報告

    処理されていることを認めます
令和6年4月11日

監査の結果、現金、通帳、諸帳簿、証拠書類等適正に

長野地区賛助会会報ながの 第69号 （2）

143,417円



4月 11日 四役会・幹事会 10月 22日  シニア大学一年生への
25日 シニア大学入学式 23日  賛助会入会説明会

5月 16日 ６年度長野地区賛助会定期総会 31日 幹事会
6月 ６日 幹事会 11月 6日 会報誌編集会議

20日 親睦スポーツ交流会 15日 会報誌70号発行
7月 ４日 会報誌編集会議 15日  信州ねんりんピック

15日 会報誌69号発行 16日  式典・ステージ発表
18日 幹事会 17日  (ホクト文化ホール）

(夏休み子ども教室） 21日 幹事会
8月 22日 四役会・幹事会 12月 12日 四役会・幹事会
9月 19日 四役会・幹事会 2月 13日 幹事会・親睦文化交流会

28日 信州ねんりんピック 19日 シニア大学卒業式
スポーツ交流大会 3月 7日 編集会議
(中野市北運動場他） 13日 四役会

17日 会報誌71号発行

7月〜８月

令和６年度長野地区賛助会年間事業計画

収　入　合　計 304,000 円

支　出　合　計 304,000 円

差　引　残　高 0 円

(収入の部)                                                                           (単位=円)

科    目 前年度予算額 本年度予算額 増   減 内      容

センター交付金 172,000 159,000 △13,000 賛助会活動センター交付金

雑  収  入 519 74 △ 445 預金利子等 　

前 期 繰 越 金 126,481 144,926 18,445 前年度繰越金

合    計 299,000 304,000 5,000

(支出の部)

科   目 前年度予算額 本年度予算額 増   減 内      容

総      会 10,000 10,000 0 講師謝礼他

幹  事  会 70,000 70,000 0 資料代、用紙、複写機,会場使用料等

賛助会の集い 125,000 0 △125,000

信州ねんリンピック 0 30,000 30,000 ねんりんピック必要経費

夏休み子ども教室 5,000 5,000 0 夏休み子ども交流教室

親 睦 交 流 会 10,000 10,000 0 講師謝礼、用具費等

会員加入促進 5,000 5,000 0 会員募集PR費等

地区賛助会報 60,000 60,000 0 会報発行(3回)編集等、諸経費

予  備  費 14,000 114,000 100,000

合    計 299,000 304,000 5,000

(注)  科目間の流用をお認めください。

令和６年度収支予算書

長野地区賛助会会報ながの 第69号

令和６年度長野地区賛助会年間計画
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丸
山
栄
洋
（
い
き
い
き
21
）

河
内
繫
（
川
柳
り
ん
ど
う
会
）

和
田
静
（
木
つ
つ
き
の
会
）

原
敏
昭
（
コ
ー
ル
ス
マ
イ
ル
）

荒
海
清
孝
（
コ
ー
ル
・
フ
ォ
ー

エ
バ
ー
混
声
合
唱
団
）

藤
沢
恵
美
子
（
万
年
青
の
会
）

丸
山
豊
（
吟
和
会
）

宮
下
博
（
シ
ニ
ア
太
極
拳
部
）

会
報
誌
編
集
委
員

編
集
長
澁
谷
貞
春
（
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
の
会
）

編
集
委
員
小
池
邦
武(

オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
）

大
日
方
町
子(

シ
ニ
ア
38
書
道
）

事
業
検
討
委
員
会

佐
治
木
祥
司
（
長
野
漢
詩
会
）

鷲
見
律
子
（
楽
し
い
切
り
絵
）

金
児
璋
（
ふ
れ
あ
い
長
野
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
）

渡
辺
順
子
（
ス
マ
イ
ル
リ
フ
レ
）

山
口
憲
夫
（
Ｋ
Ｃ
１
０
０
俱
楽
部
）

こ
の
度
の
総
会
に
お
い
て
会
長
の
職
を

退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
会
長
に
選
出
さ
れ
２
年
間
務
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
決
め
ら
れ
た
事

業
計
画
も
役
員
の
方
々
や
会
員
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
無
事
消
化
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
社
会
活
動
に
多
大
の
影

響
を
与
え
て
お
り
、
本
会
の
グ
ル
ー
プ
活

動
も
例
に
漏
れ
ず
阻
害
さ
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
会

員
の
皆
さ
ん
の
英
知
と
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
克
服
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
幸
い
昨
年

５
月
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
規
制

も
２
類
か
ら
５
類
に
移
行
し
、
平
常
時
の

活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

一
時
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
シ
ニ
ア
大
学
長

野
学
部
の
入
学
生
も
徐
々
に
増
加
し
て
、

今
年
度
は
１
０
０
名
を
超
え
る
ま
で
回
復

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
賛
助
会

員
の
確
保
に
も
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
が

長
野
地
区
と
北
信
地
区
が
会
場
と
な
っ
て

11
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
例

年
10
月
開
催
し
て
い
た
「
賛
助
会
員
の
集

い
」
（
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ
）
を
取
り
や
め

て
「
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
に
総
力
を

集
中
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
開
催

に
よ
っ
て
、
賛
助
会
の
存
在
意
義
が
地
域

に
よ
り
周
知
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
新
た
に
選
任
さ
れ
た
河
内
会
長
は

じ
め
新
し
い
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
夫
々
に

各
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
実
力

者
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
の
実
行
で
き
な

か
っ
た
懸
案
事
項
お
よ
び
幾
多
の
課
題
を

解
決
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
終
わ
り
に
長
野
地
区
賛
助
会

の
益
々
の
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

長野地区賛助会会報ながの 第69号

定
期
総
会
に
於
い
て
承
認
さ
れ
た
新
役

員
の
方
々
は
令
和
６
年
～
７
年
度
長
野
地

区
賛
助
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

顧
問

会
長

副
会
長

副
会
長

事
務
長

会
計
長

監
事

【
幹
事
会
で
互
選
、
総
会
に
お
い
て
承
認
】

【
会
長
指
名
】

【
特
別
委
員
会
（
幹
事
会
で
互
選
）
】

参
考

新
役
員
紹
介

長
野
地
区
賛
助
会

新
会
長
就
任
挨
拶

賛
助
会
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

今
年
度
の
定
期

総
会
で
賛
助
会
会

長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
、
河
内
繁
で

す
。
「
川
柳
り
ん

ど
う
会
」
に
所
属

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
賛
助
会
の
幹
事
の
皆
様
に
は
何

度
か
お
話
し
し
た
の
で
す
が
、
私
は
賛
助

会
に
入
会
し
て
ま
だ
４
年
の
新
参
者
で
す
。

賛
助
会
で
の
活
動
歴
は
、
皆
様
に
は
遠
く

及
び
ま
せ
ん
。
知
識
も
経
験
も
足
り
ま
せ

ん
。
果
た
し
て
会
長
と
い
う
重
責
に
耐
え

ら
れ
る
も
の
か
、
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
会
の
運
営
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
会
員
の
皆
様
の
日
々
の
活
動

を
よ
り
一
層
や
り
や
す
く
す
る
お
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
活
動
場

所
に
つ
い
て
は
、
使
用
環
境
や
経
費
の
面

で
の
悩
み
を
時
折
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、

活
動
場
所
に
よ
っ
て
は
交
通
の
便
の
問
題

も
あ
り
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
簡

単
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
事
務
局
と
も
連
携
し
な
が
ら
改
善
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
賛
助

会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
皆
様

の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
一
層
充

実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
事
業
検
討
委
員
会
を

定
期
的
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
会
員
減
少
に
何
と
か
ブ
レ
ー
キ

を
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
賛
助
会
へ
の

新
規
の
加
入
者
は
、
大
部
分
が
シ
ニ
ア
大

学
の
卒
業
生
で
す
。
多
く
の
卒
業
生
が
賛

助
会
に
も
入
会
し
て
く
れ
る
様
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
シ
ニ
ア
大
生
へ
の
働
き
掛
け
を

強
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
既
存
の
賛
助

会
グ
ル
ー
プ
へ
の
勧
誘
だ
け
で
は
な
く
。

現
役
の
シ
ニ
ア
大
生
の
中
で
新
規
グ
ル
ー

プ
結
成
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
大
い
に
支
援

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
世
間
一
般
へ
の
広
報
活
動
も
、

よ
り
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
賛
助
会
だ
け
で
は
な
く
、
事
務
局
、
更

に
は
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
の
お
力
も

必
要
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
連
携
を

密
に
し
て
、
効
果
を
上
げ
た
い
も
の
と
考

え
ま
す
。
以
上
、
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
き
ま
し
た
が
、
私
は
最
初
に
述
べ
た
通

り
ほ
ん
の
駆
け
出
し
で
す
。
会
員
の
皆
様
、

事
務
局
の
皆
様
、
そ
の
他
全
て
の
関
係
者

の
皆
様
、
上
下
も
わ
き
ま
え
な
い
若
造
に

手
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
様
、
心
か
ら

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
地
区
賛
助
会
会
長
退
任
あ
い
さ
つ

丸
山
栄
洋

（4）



４
月
25
日(
木)
長
野
市
芸
術
館
リ
サ
イ

タ
ル
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
長
野
県
シ
ニ
ア

大
学
長
野
学
部
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
般
コ
ー
ス(

第
47
期)
生
１
０
７
名
、

専
門
コ
ー
ス(

第
７
期)

生
24
名
の
新
入
生

が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

式
辞

開
催
に
あ
た
っ
て
、
シ
ニ
ア
大
学
長
野

学
部
学
部
長
塚
田
昌
大
氏
よ
り
「
多
様
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
講
座
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
１
０
７
名
の
学
生
が
２
年
間
に
わ
た

り
、
自
身
の
学

び
を
深
め
、
健

康
な
身
体
と
仲

間
づ
く
り
に
努

め
て
く
だ
さ
い
」

専
門
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん
「
こ
れ
ま
で
に
培

わ
れ
た
知
識
と
経
験
を
も
と
に
自
己
の
可

能
性
を
広
げ
、
専
門
知
識
を
習
得
し
て
地

域
の
課
題
に
仲
間
と
の
対
話
を
通
し
て
課

題
を
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
下
さ
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

(

公
財)

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

理
事
長
内
山
二
郎
氏
は
「
新
し
い
時
代
に

相
応
し
い
豊
か
な
自
分
自
身
を
磨
き
、
共

に
仲
間
と
交
流
を
深
め
一
人
ひ
と
り
の
課

題
や
テ
ー
マ
に
し
っ
か
り
向
き
合
い
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

新
入
生
代
表
挨
拶

新
入
生
を
代
表
し
て
、
瀧
澤
洋
志
さ
ん

は
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
、
よ
り

実
践
的
な
応
用
を
養
い
地
域
社
会
の
活
動

に
参
画
す
る
力
を
身
に
つ
け
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

歓
迎
の
辞

２
学
年
河
内
宏
さ
ん
「
本
日
新
た
な
人

生
を
踏
み
出
す
新
入
生
の
皆
様
、
２
年
生

一
同
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
歩
ん
で
き
た
皆
様
が
新
た
な
出

会
い
を
大
切
に
し
て
楽
し
い
仲
間
作
り
と
、

こ
れ
か
ら
の
生
き
が
い
と
健
康
に
も
留
意

し
て
大
学
生
活
を
送
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
道
路
交
通
法

が
一
部
改
正
、
自
転
車
乗
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
努
力
義
務
化
。(

年
齢
問
わ
ず
）

［
自
転
車
で
走
る
場
所
］

70
歳
以
上
の
方
が
運
転
す
る
自
転
車
は
、

歩
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歩

道
を
通
行
す
る
と
き
は
、
歩
行
者
が
優
先

で
す
。
歩
道
の
車
道
寄
り
の
部
分
を
通
行

し
ま
し
ょ
う
。
歩
道
が
な
い
道
路
な
ど
、

車
道
を
通
行
す
る
と
き
は
、
左
側
端
を
通

行
し
ま
し
ょ
う
。

長野地区賛助会会報ながの 第69号（５）

 
新
入
生
１
０
７
名
新
た
な
ス
タ
ー
ト

 
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
長
野
学
部

特
殊
サ
ギ
と
交
通
安
全

令
和
６
年
５
月
16
日(

木)

長
野
地
区
賛
助

会
定
期
総
会
終
了
後
、
長
野
合
同
庁
舎
別

館
２
階
会
議
室
に
於
い
て
『
長
野
中
央
警

察
署
』
に
よ
る
「
特
殊
サ
ギ
と
交
通
安
全
」

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

長
野
県
内
で
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
特
殊
詐
欺
と
は
、
警
察

官
や
弁
護
士
な
ど
、
権
威
あ
る
人
物
を
装
っ

て
、
高
齢
者
か
ら
お
金
を
騙
し
取
る
犯
罪

で
す
。
最
近
で
は
、
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
で
投
資
家
や
著
名
人
を
か
た
っ
た

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
」
で
、
安
曇
野
市

の
７
０
代
男
性
が
計
１
億
１
０
２
万
８
９

０
０
円
を
だ
ま
し
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
性
は
２
月
中
旬
に
広
告
に
ア
ク
セ
ス

し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
誘
導
さ
れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
や
り
と
り
。
４
月
下
旬
ま
で
９
回
に
わ

た
っ
て
指
定
さ
れ
た
法
人
や
個
人
名
義
の

口
座
に
、
金
融
機
関
窓
口
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
金
を
振
り
込
ん
だ
。

高
橋
さ
ん
は
「
も
う
け
話
に
は
必
ず
裏

が
あ
る
。
最
近
手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
１
人
で
対
応
し
よ
う
と
せ
ず
、

誰
か
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

と
注
意
喚
起
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
入
学
式
開
催

長
野
地
区
賛
助
会
定
期
講
演
会

講
師
長
野
中
央
警
察
署

特
殊
詐
欺

高
齢
者
の
交
通
安
全

自
転
車
運
転
ル
ー
ル

①車道が原則、左側を通行歩道は例外、歩行者を優先
自転車は自動車と同じ車両です

②交差点では信号と一時停止を守るり安全確認
信号を守ることは交通ルールの基本

③夜間はライトを点灯
無灯火は周りから見ても非常に危険

④飲酒運転は禁止
自働車と同じく禁止されている

⑤ヘルメットを着用

～
命
を
守
る
た
め
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
～

高
橋
巡
査

交
通
第
二
課
平
林
巡
査

自転車安全利用五則

注
意
！
特
殊
詐
欺

長野県シニア大学長野学部入学式 学部長挨拶



グ
ル
ー
プ
長
井
澤
一
幸

Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
の
会
は
、
２
０
０
１
年
に
シ

ニ
ア
大
学
の
卒
業
生
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ

ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
主
な
目
的
は
、

情
報
通
信
技
術
を
学
び
、
そ
の
成
果
を
活

用
し
、
講
師
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
社
会
参

加
や
地
域
へ
の
貢
献
。
ま
た
、
会
員
相
互

の
融
和
の
提
携
に
よ
り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、
生
き
が
い
の
場
と
し
て
健
康
・
精

神
面
で
互
い
に
支
え
合
い
、
仲
間
づ
く
り

や
生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

活
動
内
容

パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
や
表
計
算
な
ど

を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
応
用
、
今
話
題
の
Ａ

Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
学
習
の
一
環

と
し
て
取
り
入
れ
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

教
室
は
長
野
市
吉
田
公
民
館
で
毎
月
２

回
、
第
２
水
曜
日
・
第
４
金
曜
日
開
催
し

て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
会
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
学
習

の
ほ
か
、
隔
月
で
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
会
員

同
士
の
交
流
・
親
睦
で
す
。

今
ま
で
に
、
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て

観
光
地
を
巡
り
、
温
泉
旅
行
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
温
泉
に
つ
か
り
、
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
雑
談
と
情
報
交
換
の
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。
こ
れ
が
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
の
会

の
伝
統
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン

以
外
で
の
交
流
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
の
会
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ

だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、

活
気
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
Ｉ
Ｔ
・

Ｓ
の
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ポ
ー
ト
澁
谷
貞
春

長野地区賛助会会報ながの 第69号 （6）

☆
編
集
後
記
☆

新
年
度
賛
助
会
新
た
な
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
会
報
な
が
の
」

編
集
委
員
３
名
で
携
わ
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
魅
力
あ
る
記
事
を
届
け
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
皆
様

の
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
今
夏
も
猛

暑
の
予
報
さ
れ
て
い
ま
す
。
暑
さ
対

策
を
行
い
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
活
動

を
活
発
に
行
っ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
！

次
回
の
会
報
誌
も
お
楽
し
み
に
！

６
月
20
日(

木)

、
賛
助
会
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
」
が
犀
川
第
２
グ
ラ
ン
ド
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

朝
か
ら
気
温
が
上
が
る
猛
暑
日

と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
31
名

の
皆
さ
ん
は
熱
中
症
対
策
を
し
っ

か
り
行
い
な
が
ら
、
熱
い
闘
志
を

燃
や
し
て
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
、
河
内
会
長

よ
り
「
一
打
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
楽

し
く
プ
レ
ー
を
し
て
ほ
し
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

白
樺
会
の
金
箱
さ
ん
の
競
技
説
明

が
あ
り
、
い
よ
い
よ
プ
レ
ー
開
始
。

顧
問
の
丸
山
さ
ん
の
始
球
式
を
皮
切
り

に
、
元
気
な
シ
ニ
ア
の
参
加
者
た
ち
は

思
い
思
い
の
フ
ォ
ー
ム
で
ボ
ー
ル
を
打

ち
、
コ
ー
ス
を
外
し
て
苦
笑
い
、
「
オ
ー

ビ
ー
だ
！
」
カ
ッ
プ
イ
ン
し
て
は
「
ナ

イ
ス
イ
ン
！
」
な
ど
の
歓
声
が
聞
こ
え
、

 

長
野
地
区
賛
助
会
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

明
る
く
、
楽
し
く
、
生
涯
現
役
！

Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
の
会

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
仲
間
と

の
プ
レ
ー
に
笑
顔
と
笑
い
が
絶
え
な
い
、

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
競
技
終

了
後
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。(

敬
称
略
）

１
位
北
澤
秀
洋
２
位
小
池
邦
武

３
位
金
箱
博

１
位
深
沢
富
子
２
位
渡
辺
清
江

３
位
滝
沢
望
子レ

ポ
ー
ト
大
日
方
町
子

インターネットの授業を受ける会員

13

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

男
子

女
子

長 野 地 区 賛 助 会 令 和 6年 度 親 睦 ス ポ ー ツ 交 流 会 開 催

始球式でプレーボール

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
、

長
野
地
区
賛
助
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ

ス
き
で
き
ま
す
。


